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モデルがいくつか出てくると、今回要求され
ている機能は、どのソースに対して修正すべ
きか分からなくなったりします。あるいは、
半年前にリリースしたある派生モデルに対し
て修正が必要になったとき、既にソースには
新しい機能が加わっていたりします。
構成管理とは、リリースした派生モデルに対
して、そのシステムを構成するそれぞれの
ソースモジュールのバージョンを管理するこ
とであり、そのソースを保持し、修正の手立
てを確保することです。
　　　―　◆　―　◆　―　◆　―　
ＣＭＭは、レベル１のプロセスがレベル２に
アップするには、このような取組が必要にな
ると言っているのです。ここには、「分析手
法」も「設計手法」も出てきません。
作業の起点になる「要求」を明確にすること
と、作業を曖昧にせずに、約束に対して進捗
の状況が見えるように作業の単位を把握す
る。そしてそれぞれの作業に於いては成果物
を表現しながら進めるようにすることで、管
理ための余分な作業をすることなく、それで
いて品質保証も実現できることを示している
のです。
このレベルのプロセスは、一般にうまく仕事
をするノウハウを持っていないため、多くの
人と時間を投入するという形で、困難に対処
しています。したがって、そのままでは新し
い勉強をする時間が確保するのが難しいのが
現実です。
そのような組織には、まず、ここに上げたよ
うな方法で、トータルの作業時間を短くし、
それによって、勉強する時間を確保するとこ
ろから始めるしかないのです。「手法」に取
り組むのはそのあとです。
これが、多くのソフトウェア開発組織が「構
造化手法」だ「オブジェクト指向」だと、遅
れてはならじと取り組もうとしても、尻切れ
トンボになってしまう原因です。レべル１の
プロセスでは、そのような手法を習得できる
状態にはないということです。もちろん、そ
こにいる人が、自分の意思で、自分の持ち時
間を投入して習得することはできます。しか
しながら、このレベルでは組織として取り組
むことは出来ないでしょう。
多くのばあい、このようなステップを経ずし
てレベル２の状態にある組織は、往々にして
一人の英雄の出現によって支えられているこ
とが多いものです。彼は自分の持ち時間を投
入して「手法」を習得したのです。管理者
は、この状態を正しく把握していなければ、
判断を誤ることになるでしょう。
　　　　　　　　　　　　　（次号に続く）
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遣先の現場での、実際
の作業をしながらの習
得ということになりま
す。もっとも、発注側
も「派遣」を希望する
理由があります。それ

は「請け負い」に耐えられるような仕様書が書
けないのです。これでは、初めから「十分な能
力の外注業者」など選べる状にはありません。
それだけに、「請け負いで」発注できるように
なることが、レベル２に移行することにも繋が
るものと考えます。

◆＜“ソフトウェアの 品質保証”とは、使用
しているプロセスと制作している製品（成果
物）が、適切に見渡すことのできるマネージメ
ントを提供することである。＞
『品質は管理されなければならない』とは、こ
の世界では有名な言葉です。品質を管理すると
いうことは、品質に関する目標、すなわち約束
があり、それに対して、適当な成果物を見なが
ら、約束が果たされるかどうかを追跡し、監視
することです。
ただ、そのためにはどのような作り方をしてい
るかが明らかにされる必要があります。設計の
方針も方法も見えず、途中の成果物も見えず、
数か月して突然ソースプログラムが姿を表わす
ようでは、品質保証など出来るはずがないで
しょう。“～適切に見渡すことの出来るマネー
ジメントを提供する～”というのは、作業の途
中経過が見えるようにすることであり、そのよ
うな作業方法を選ぶことでもあります。
一般に「～手法」は、これを提供するのです
が、そのような「手法」でなくても、進捗が見
えるような作業の単位で仕事を進め、アイデア
や考え方、設計方針等を見える形にしながら作
業することで実現します。

◆＜“ソフトウェアの構成管理 ”とは、プロ
ジェクトの製品のライフサイクルを通して、そ
の完全性を確立し、そして維持することを意味
する。  ＞
そうして、何とかうまくプロジェクトが進行し
て、目的とするソースプログラムや、関連仕様
書が作られたとしても、それをうまく管理しな
ければ、すぐに破綻の階段を降り始めることに
なります。ソースプログラムは開発段階の後半
から、すでに当初の計画には無かった機能が加
わったり、思わぬ修正を施したりして、バー
ジョンが変化していきます。α版では動いてい
た機能の一部が、β版になったときに動かなく
なってしまうことがよくあります。皆が一斉に
ソースプログラムに修正を加えたためです。同
じことがリリースしたあとでも起きます。派生

６ー１　レベル２（続き）
今回は、前回に引き続いて、レベル２に引き上
げるための具体的取組みについて説明します。

◆＜“ソフトウェアプロジェクト計画”とは、
プロジェクトのエンジニアリングと管理におい
て妥当な計画を立てることである。このような
計画は基本的なプロジェクト管理である＞
プロジェクト計画と言っても、このレベルのプ
ロセスでは「線表」程度にしか認識されていま
せん。それも簡単な線表を書くだけです。プロ
ジェクト計画とは単に日程だけではありませ
ん。むしろ「開発計画」と捉えたほうが近いで
しょう。そこには「開発方針」もあれば「製品
目標」「品質計画」「外注計画」「要員計画」
「設備計画」といったものが含まれます。所謂
「線表」というのは、「開発計画」の中の一つ
に過ぎません。

◆＜“ソフトウェアプロジェクトの追跡と監
督”とは、実際の進捗状況が良く見えるように
することである。そうすることによって、プロ
ジェクトのパフォーマンスが計画から著しく外
れた場合、管理者は効果的に行動することがで
きる＞
マネージメントというのは、言い替えれば、約
束したことが実現されているか「追跡」するこ
とであり、どのように実現されようとしている
のかを「監視」することでもあります。たとえ
ば「開発計画」が、＜８月１０日から９月末ま
でが設計作業＞などと、簡単な「線表」だけで
表わされた状態では追跡も監視もできません。
ましてや“パフォーマンスが計画から著しく外
れた・・”という判断をするには、もっと細か
く計画をたてる必要があります。進捗がよく見
えるようにするには、一つの作業を長くても１
週間程度に計画しなければならない。できれば
３、４日程度に区切りたい。
第一、実際問題として１週間の同じ作業なんて
いうのがどれだけあるでしょうか。そのような
計画しか立てられないのは、具体的な作業を認
識できていない証拠でもあります。勿論、ある
時点では何割か読み切れない作業が残ることは
あるでしょうが、それも、作業を進めていく過
程で、逐次明らかになっていくものです。とこ
ろが、追跡可能レベルに作業をブレークダウン
していないと、それが判明しても表現する場が
なく、そのまま放置されてしまいます。もっと
も、そこまでブレークダウンする姿勢がなけれ
ば、常に作業を明らかにしながらすすめるとい
う意識はないでしょうが。

◆＜“ソフトウェアの下請け管理”とは、十分
な能力のある下請業者を選び、そして効果的に
彼等を管理することを意味する。  ＞
これは所謂「外注管理」に相当します。外注を
選ぶにも明確な基準が必要です。単にコストだ
けで選んだりすると、必ず高くつくものです。
その意味で「派遣」の形態は日本のソフト業界
のレベルを落とした理由の一つと考えていま
す。「請負」は期日が問題になってきますが、
「派遣」には実質的に期日はありません。その
うえ、前者は新人などの教育は、請け負った側
がやるのに対して、「派遣」の場合は殆どが派
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▲ＡＰＥＣで採択されたボゴール宣言では、来世紀に向けてアジアの国々の進む方向付けが示さ
た。９０年代に入っての世界的不況も、アジアが支えている間にアメリカが立ち直り、ヨーロッ
パが立ち直ろうとしている。ＡＰＥＣが世界にアピールするには絶好のタイミングであった。
▲もっとも、今回のボゴール宣言は、端的に言えば方向付けが為されただけで、その具体的ス
テップは来年の大阪での会議に先送りされた。その意味では、来年、日本がホスト国としてどの
ような手腕を見せるかが、大変重要な問題になってきた。
▲今回、マレーシアのマハティール首相の言動と、それに対する各国首脳の反応を見ていると、
これまでのようにアメリカの顔色を窺っているようだと、アジアの国から見放される危険もあ
る。マハテールはアメリカやヨーロッパの政治的介入を極力排除しようとしている。
▲「通信」と「コンピュータ」という２大基盤を背景に、発展途上国においても、これまでの歴
史とは違った経済の発展形態が可能になった。このことを計算に入れてホスト国を勤めないと、
振り向いたら誰も付いて来ないという状態になる。

ボボ   ゴゴ   ーー  ルル  宣宣   言言   のの次次にに来来るるもものの
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か
　
　
　
　
　
ね

験
」
は
言
葉
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
な
け
れ

ば
伝
え
ら
れ
な
い
。
と
言
う
よ
り
「
経

験
」
と
し
て
成
立
し
な
い
。
そ
の
人
が
遭

遇
し
た
（
し
て
い
る
）
状
況
を
表
現
で
き

る
（
定
義
で
き
る
）
文
章
を
持
っ
て
い
る

こ
と
で
、
始
め
て
「
経
験
」
し
た
の
で
あ

る
。
表
現
出
来
る
言
葉
を
持
た
な
い
ま
ま

で
は
、
単
に
そ
の
“
場
面
に
遭
遇
”
し
た

だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
が
“
言
葉
は

思
想
で
あ
る
”
と
言
わ
れ
る
所
以

で
あ
る
。

　
　
〜〜
　　
●●
　　
〜〜
　　
●●
　　
〜〜

子
供
た
ち
が
そ
の
よ
う
な
能
力
を
手
に
入

れ
る
た
め
の
支
援
を
考
え
ず
に
、
今
さ
ら

子
供
の
読
書
離
れ
を
食
い
止
め
よ
う
と
、

文
部
省
の
委
託
を
受
け
た
協
力
者
会
議
が

対
応
策
に
関
す
る
中
間
報
告
を
出
し
た
。

報
告
書
で
は
、
子
供
た
ち
の
読
書
離
れ
の

原
因
を
、
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
な
ど
の
情
報

メ
デ
ィ
ア
の
発
達
な
ど
の
社
会
の
変
化
に

あ
る
と
し
、
中
学
、
高
校
の
受
験
勉
強
や

ク
ラ
ブ
活
動
が
こ
う
し
た
傾
向
に
拍
車
を

か
け
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
、

授
業
に
お
け
る
強
制
的
な
「
読
書
感
想

文
」
の
在
り
方
も
読
書
嫌
い
を
助
長
し
て

い
る
と
い
う
。
私
も
小
学
生
の
読
書
感
想

文
の
取
り
組
み
方
に
は
疑
問
を
持
っ
て
い

る
が
、
テ
レ
ビ
の
普
及
や
ク
ラ
ブ
活
動
が

主
原
因
だ
と
い
う
の
で
は
情
け
な
い
。

そ
の
上
、
読
書
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
方
法

と
し
て
、
「
マ
ン
ガ
や
ビ
デ
オ
、
映
画
な

ど
の
映
像
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
」
し
、
「
土

曜
日
の
休
日
に
学
校
図
書
館
を
開
放
す

る
」
、
と
言
い
だ
す
始
末
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
「
学
識
経
験
者
」
の
思
考
か
と

も
思
う
が
、
メ
ン
バ
ー
に
は
最
初
か
ら
漫

画
家
が
入
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
、

文
部
省
は
初
め
か
ら
こ
の
よ
う
な

報
告
書
を
誘
導
し
た
と
思
わ
れ

る
。

　
　
〜〜
　　
●●
　　
〜〜
　　
●●
　　
〜〜

人
間
の
脳
に
は
、
言
語
脳
と
感
覚
脳
が
あ

り
、
マ
ン
ガ
な
ど
の
映
像
と
言
語
と
で
は

文
章
に
振
り
向
い
て
く
れ
そ
う
も
な
い
か

ら
マ
ン
ガ
で
代
用
し
よ
う
と
す
る
。
た
だ

印
刷
物
を
読
め
ば
い
い
の
で
は
な
い
。
子

供
た
ち
も
一
○
年
後
に
は
“
大
人
と
し
て

”
社
会
に
出
て
く
る
。
日
本
を
取
り
巻
く

状
況
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る

時
に
、
文
章
を
持
た
な
い
人
が
大
量
に
出

て
く
る
。
自
分
の
意
思
を
伝
え
る
の
に
、

ポ
ケ
ベ
ル
の
組
み
合
わ
せ
文
字
が
あ
れ
ば

足
り
る
の
か
。
い
っ
た
い
大
事
な
時
期
に

必
要
な
能
力
を
身
に
付
け
る
機
会
を
与
え

な
か
っ
た
責
任
は
誰
が
と
る
の
だ
ろ
う
。

　
　
〜〜
　　
●●
　　
〜〜
　　
●●
　　
〜〜

六
年
前
か
ら
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
や
っ
て
み
て
強
く
感
じ
る
こ
と
は
、
余

り
に
も
文
章
を
書
け
な
い
人
が
多
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
文
章
の
構
文
も
自
分
勝

手
で
、
こ
の
文
章
が
前
の
ど
の
文
章
を
受

け
て
い
る
の
か
判
ら
な
い
。
書
き
手
も
そ

ん
な
こ
と
は
何
も
考
え
て
い
な
い
。
そ
ん

な
文
章
力
で
は
的
確
な
要
求
仕
様
書
や
設

計
書
が
書
け
る
は
ず
が
な
い
。
書
き
手
の

自
己
満
足
を
満
た
す
（
？
）
だ
け
で
、
後

で
（
本
当
に
必
要
な
の
は
“
後
”
な
の
だ

が
）
読
ん
で
も
役
に
た
た
な
い
。

文
章
が
書
け
な
い
理
由
は
読
ま
な
い
か
ら

で
あ
る
が
、
本
を
読
む
た
め
の
基
礎
的
な

能
力
が
不
十
分
な
た
め
に
、
活
字
に
な
っ

た
本
を
読
め
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
国
は
「
理
系
」
と
「
文
系
」
と
い
う

分
け
方
を
し
た
た
め
に
、
「
理
系
」
は
本

を
読
ま
な
く
て
も
済
む
と
い
う
誤
解
を
与

え
た
。
本
を
読
む
の
が
苦
手
だ
か
ら
「
理

系
」
に
進
む
と
い
う
人
も
少
な
く
な
い
。

専
攻
に
関
わ
ら
ず
、
四
年
生
で
は
哲
学
が

必
須
と
い
い
国
も
あ
る
と
い
う
の
に
。

　
　
〜〜
　　
●●
　　
〜〜
　　
●●
　　
〜〜

子
供
が
本
を
読
ま
な
く
な
っ
た
の
は
、
明

ら
か
に
親
が
「
本
」
を
読
ま
な
く
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
思
考
を
必
要
と
し
、
自
ら

の
「
経
験
」
を
問
わ
れ
る
本
を
読
ま
な
く

な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
呼
応
す
る

よ
う
に
学
校
の
先
生
（
特
に
小
学
校
の
先

生
）
が
文
章
を
書
く
楽
し
さ
や
面
白
さ
を

工
夫
し
な
く
な
っ
た
。
そ
の
先
生
も
思
考

を
必
要
と
す
る
本
を
読
ま
な
く
な
っ
た
大

人
の
一
人
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
や
子
供
た
ち
の
あ
る
べ

き
姿
を
持
た
な
い
大
人
（
？
）
が
、
大
衆

に
迎
合
し
た
無
責
任
な
答
え
を
出
し
て
く

る
。

「
人
生
の
行
為
に
お
い
て
習
慣
は
主
義
以
上
の
価
値
を
も
っ

て
い
る
。
何
と
な
れ
ば
習
慣
は
生
き
た
主
義
で
あ
り
、
肉
体

と
な
り
本
能
と
な
っ
た
主
義
だ
か
ら
で
あ
る
。
誰
の
で
も
主

義
を
改
造
す
る
の
は
何
で
も
な
い
事
で
あ
る
。
そ
れ
は
署
名

を
変
え
る
ほ
ど
の
こ
と
に
過
ぎ
ぬ
。
新
し
い
習
慣
を
学
ぶ
こ

と
こ
そ
が
万
事
で
あ
る
。
」
　
　
　
　
　
　
ア
ミ
エ
ル

し
た
か
ら
大
丈
夫
、
と
で
も
言
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
単
な
る
ク
ラ
ス
替
え
の
よ

う
に
も
見
え
る
が
。

一
週
間
ほ
ど
前
に
、
四
国
で
コ
ン
ポ
ー

ザ
ー
の
不
正
訪
問
販
売
が
摘
発
さ
れ

た
が
、
こ
の
会
社
は
、
以
前
に
関
東

地
方
で
も
同
じ
様
な
不
正
販
売
を

行
っ
て
社
名
を
公
表
さ
れ
が
、
さ
っ

さ
と
社
名
を
変
え
て
営
業
し
て
い
た

も
の
で
あ
る
。

能
書
き
や
看
板
を
変
え
る
こ
と
は
簡

単
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
が
毎
日
の

生
活
の
な
か
に
現
わ
れ
て
こ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
仕
事
の
仕
方
と
し
て
、
そ
の
人

の
活
動
と
し
て
、
形
に
な
っ
て
こ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
逆
に
看
板
な
ど
ど
う
で
も

よ
い
。
実
態
が
変
化
し
、
習
慣
と
な
っ
て

体
現
し
て
い
れ
ば
そ
れ
で
も
よ
い
。

ア
ミ
エ
ル
は
私
の
好
き
な
人
で
、
こ
の

コ
ラ
ム
で
も
何
度
か
取
り
上
げ
て
き

た
。
彼
の
吐
く
言
葉
は
、
激
し

く
は
な
い
が
、
厳
し
い
と
こ
ろ

を
突
い
て
く
る
。
そ
れ
で
も
親

し
み
が
あ
っ
て
、
時
を
超
え
て

私
に
語
り
か
け
る
。

先
日
、
小
選
挙
区
制
の
区
割
り

法
案
が
衆
院
を
通
過
し
た
（
こ

ん
な
こ
と
関
係
な
い
っ
て
言
う

人
も
い
る
で
し
ょ
う
ね
）
。
こ

れ
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
、
永
田

町
で
は
政
党
が
存
亡
を
掛
け
て
の
駆
け

引
き
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
新
聞
な

ど
の
マ
ス
コ
ミ
も
連
日
取
り
上
げ
な
い

日
が
な
い
位
で
あ
る
。
彼
等
の
言
い
分

を
聞
い
て
い
た
ら
、
こ
れ
ま
で
色
々

あ
っ
た
け
ど
、
今
度
、
看
板
を
新
し
く
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鐘鐘
のの

ママ
ンン
ガガ
がが
読読
書書
離離
れれ
のの
妙妙
薬薬
？？

暁暁

音音

そ
れ
ぞ
れ
作
用
す
る
脳
の
半
球
が
異
な

る
。
も
ち
ろ
ん
、
マ
ン
ガ
や
映
像
の
場
面

を
「
見
た
」
す
ぐ
後
で
、
沢
山
の
「
文

章
」
を
頭
に
浮
か
べ
る
の
な
ら
よ
い
が
、

新
し
い
場
面
（
コ
マ
）
が
目
に
入
っ
て
き

て
は
そ
れ
も
出
来
な
い
。
お
ま
け
に
巷
に

氾
濫
し
て
い
る
漫
画
に
は
、
「
ギ
ャ
ー
」

と
か
「
ド
バ
ー
」
と
い
っ
た
擬
音
が
溢

れ
、
ロ
ク
な
文
章
も
書
か
れ
て
い
な
い
。

大
脳
の
働
き
か
ら
言
っ
て
も
、
マ
ン
ガ
は

文
章
の
代
わ
り
に
は
な
ら
な
い
。
第
一
、

脳
の
機
能
す
る
部
位
が
違
う
。
会
議
の
メ

ン
バ
ー
は
本
気
で
マ
ン
ガ
で
読
書
の
機
会

を
作
れ
る
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

確
か
に
優
れ
た
マ
ン
ガ
も
あ
る
。
文
章
で

は
叶
わ
な
い
マ
ン
ガ
も
あ
る
。
だ
が
、
そ

の
よ
う
な
マ
ン
ガ
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
。

マ
ン
ガ
を
追
い
出
す
積
も
り
は
な
い
が
、

マ
ン
ガ
と
活
字
本
と
で
は
役
割
が
違
う
。
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文
章
を
読
む
と
い
う
こ
と
は
、
文
章
か
ら

そ
の
意
味
を
読
み
取
る
能
力
が
必
要
で
、

そ
れ
が
判
断
な
の
か
条
件
な
の
か
疑
問
な

の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
判
断
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
文
章
の
中
に
含
ま
れ
て
い

る
色
々
な
言
い
回
し
や
、
引
用
、
挿
入
句

な
ど
の
「
文
章
の
構
造
」
を
認
識
し
、
そ

れ
を
理
解
す
る
と
い
う
行
為
は
、
ど
う
し

て
も
言
語
脳
の
領
域
で
あ
る
。

ま
た
自
分
の
意
見
や
考
え
を
人
に
伝
え
る

に
も
文
章
が
必
要
で
あ
る
。
特
に
「
経


